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15=:(:一 :)な どのように分数を2つの分数に分解することを「部分分数

に分けるJと いいます 分数タイプのΣ計算をするときは,部分分数に分けてから足し合わせると上手く
いく場合が多いのです また,こ の「部分分数に分ける」という方法はΣ計算のみならず,数学Ⅲの積分
計算においてもよく使われる計算テクニックなので,理系の人は特に重要です
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Step ②  通分すると,た
(た +3)と

なるので,(※ )と ズレてしまう

Step ③  よって,(※ )に一致するように, :倍 して微調整 する つまり,
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分母が 2つの積の場合は,次の関係式を思

とわかりやすいかもしれません
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分母ИBの差 B― Иが分子になっていることに注
目しよう この関係を知っていれば,例えば,
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などは,分母の差がそのまま分子にならてぃるの酔 Fうにも可
で,す ぐに部分分数に分けれます

分母が 3つの積 A‐ の場合
最初の 2個の積 五β と最後の 2個の積 BCを 分
母にして分けます (当然,微調整も必要です)
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因閾 分母が 4つ以上の積の場合も (ほ とんど登

場しませんが),同 じノリでできます
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☆部分分数に分ける方法☆

→ カンでテキトーに分けて,あ とから微調整
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【例】 部分分数に分けよ
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考え方 まずは思い切って分けてみること 微調
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1 次の数列の禾日を計算せよ
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考え方 部分分数に分けて縦書きで計算します 理 に縦書き‐ 縦書剖こ限ります
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